




夏期公開セミナーの実施

教育展開

夏期公開セミナーは、本学で実施している創造性教育と中等教育との連
携を図る目的で、近隣の高校生および高専生を対象に、集中講義として
開講しています。2025年度は開催を見送りましたが、2023年度には「機
巧学を学んで現代のからくりロボットを作ってみよう！」というテーマで実
施しました。

技術部主催夏休みおもしろ理科実験（共催）

イベント

創造工学センターでは、2013年度から工学研究科技術部主催の
夏休みおもしろ理科実験に共催として関わっています。2025年度
は7月29日に「テクノミュージックラボ：プログラムで奏でるメロ
ディー！～電子工作おまけ付き」というテーマで 小学校3年生から
小学校6年生を対象にイベントを実施いたしました。
画像認識やオルゴール作成ソフトを活用し、コンピュータを通じて
音楽の楽しさを体験していただきました。

ひらめき☆ときめきサイエンス（共催）
中学生向けイベント「ひらめき☆ときめきサイエンス」飛行機が飛
ぶメカニズムを探る！～目に見えない空気の流れと翼にはたらく力
のヒミツ～ を2025年8月4日および5日に実施いたしました。
人は大空を飛び速く移動したいと考え飛行機を発明しましたが、
なぜ飛行機は飛べるのでしょうか？そのヒントは翼にあります。空
気の流れは私たちの身近なものですが、目で見ることはできませ
ん。この空気の流れにより翼には重く巨大な飛行機が飛べるほど
の大きな力が発生します。実験・実習ではコンピュータを活用し
てオリジナルの翼をデザインしました。また風を発生させる風洞装
置を使い、目に見えない空気の流れを観察し、流れと翼にはたら
く力について学びました。

機巧学とは、歯車やチェーン、リンク機構等、機械部品の形状や配置を単純化し、
それら相互の相対運動を研究する面白い学問です。このセミナーではロボットの
製作、動きの観察を通して機巧学の基礎的な内容を学びます。大学教員の講義
を交えることで、機巧学の奥深さやものづくりの楽しさを知ることができます。

機巧学を学んで現代のからくりロボットを作ってみよう！

創造工学センターは、工学部・関連研究科のPBL教育（Project Based Learning 
教育）の拠点として利用実績にあるカリキュラムの活動場所となるほか、独自の教
育展開として、夏期公開セミナーを開講しています。



利用者の声

応用理工学科 機械工学科目 2年 春夏学期 機械のしくみ（エンジン分解組立）

工学研究科　機械工学専攻　准教授　堀　司

応用理工学科 機械工学科目の授業「機械のしくみ（エンジン
分解組立）」では，創造工学センターの多目的ホールや演習室を
活用している．本授業は，二人一組で芝刈り機用の2サイクルエン
ジンを分解しながら，手工具の使い方やエンジンの構造・作動原
理を体験的に学ぶことを目的としている．教員によるエンジンのし
くみや安全指導の後，学生はエンジンを分解しながら，吸気，燃
料噴射，火花点火，燃焼室，ピストン・クランク機構などを観察し，
エンジンの動作原理を理解していく．屋外では，小型2サイクルエ
ンジンを運転して回転数や排気温度，吐出流量を測定し，さらに
石英製シリンダを用いた4サイクルエンジンで燃焼の様子を観察す
ることで，エンジンが動力を生み出すしくみを実感する．「機械の
しくみ」は，機械工学科目に配属された学生が最初に取り組む授
業の一つであり，機械工学の基礎原理が具現化されたエンジンを
通して理論と実際の関係を学び，今後の専門的学びへの理解を深
めている．

Vita Ex Machina
2025年4月より，大須賀公一前センター長の後継として当センター
長に就任しました．これからよろしくお願いします．
私は制御工学とロボティクスを専門にしています．メカそのものも
好きですが，メカに搭載されたマイコンにプログラムを書き込む瞬
間がたまらなく好きです．まるで機械に生命が宿ったように「生
き生きと」動き出したときの感動は格別です．人工の部品だけで
できているはずの機械に，生き物らしさを感じてしまうことがある
のはなぜでしょうか．見た目が生き物に似ていることも要素の一
つですが，参考動画のように，現実の生き物にはありえない形をしたものにも，生き物らしさを感じない
でしょうか？
私たちは，生物とロボットに共通する「制御」という観点から，このような問いに楽しくチャレンジしています．

センター長　石川将人参考動画：https://youtu.be/AM4mW0VzzMU



曜日

春・夏学期

時限
アトリエ 演習室加工

工作室多目的ホール 多目的ホール特性
評価室

月

秋・冬学期

アトリエ 演習室加工
工作室

特性
評価室

春・夏学期 学年授業科目 学科・専攻 担当教員受講
人員

MC1年

前半15
後半15

藤田　喜久雄機械創成工学 機械工学専攻

2年 120 堀　司機械のしくみ 応用理工学科 機械工学科目

2年 50 今西　正幸電子情報工学創成実験（電気電子） 電子情報工学科 電気電子工学科目

MC・DC 20 前田　太郎インタラクティブ創成工学基礎演習A 情報科学研究科

秋・冬学期 学年授業科目 学科・専攻 担当教員受講
人員

3年 40 飯島　一博船舶海洋設計学および演習 地球総合工学科 船舶海洋工学コース

2年 120 井野  秀一・土井  祐介機械創成工学実習Ⅰ 応用理工学科 機械工学科目

3年 130 石川　将人機械創成工学実習Ⅲ 応用理工学科 機械工学科目

MC・DC 20 前田　太郎インタラクティブ創成工学基礎演習A 情報科学研究科

3年 40 垣内　弘章精密機器設計製図Ⅱ 応用自然科学科 物理工学コース

2年 大石　佑治環境・エネルギー工学演習・実験Ⅱ 環境・エネルギー工学科
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前半15
後半15 大石　佑治エネルギー量子工学演習・実験Ⅰ 環境・エネルギー工学科
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利用実績

令和 7 年度 利用実績
※ 演習室の数字は使用演習室数



歯学部
付属病院

歯学部
事務局・学生部

大阪モノレール
阪大病院前駅

西門

福利厚生棟

工学部

産業科学研究所

接合科学
研究所

千里門

レーザー科学研究所テクノアライアンス棟

保健センター
吹田分室

銀杏会館

風洞
実験棟

IoC
プラザ

サイバーメディアセンター

至  接合科学研究所

理工学図書館

西門 阪大本部前

21世紀
プラザ

大阪大学 吹田キャンパス 工学部周内　21世紀プラザ４F,５F

テラス

テラス

屋外作業スペース

屋外通路 EV

WC

特性
評価室

保管室
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⑫
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5F

工学部前

コンベンション
センター前

人間科学部前

阪大本部前

工学部前至  産業
科学研究所

21世紀
プラザ

検索

アクセス
本誌タイトルである「CREATIO」は、広報誌第1号制作時に、
初代センター長 橘英三郎教授が命名しました。
ギリシャ語で「創造」を意味します。

阪急千里線「北千里」駅下車 徒歩 約25分
大阪モノレール「阪大病院前」駅下車 徒歩 約10分

電車・モノレールをご利用の場合

北大阪急行電鉄「千里中央」駅より阪急バス(阪大本部前行き)乗車、「阪大本部前」下車 徒歩 約5分
JR「茨木」駅・阪急「茨木市」駅より近鉄バス(阪大本部前行き)乗車、「阪大本部前」下車 徒歩 約5分

バスをご利用の場合

豊中キャンパスよりキャンパス間バス(無料)でお越しの際は、バス停「コンベンションセンター前」より、徒歩にてお越し下さい。
箕面キャンパス行きのスクールバスはバス停「人間科学部前」に停車します。事前に運休日をご確認下さい。

スクールバスをご利用の場合

平日 10時～17時｜TEL&FAX 06-6879-4721
EMAIL souzou[at]juf.eng.osaka-u.ac.jp
WEB https://creatio.eng.osaka-u.ac.jp/

大阪大学 工学部
大学院工学研究科 創造工学センター

CREATIOとは

センター長／石川 将人 教授｜副センター長／髙井 重昌 教授｜運営委員／津島 将司 教授, 垣内 弘章 准教授, 若松 栄史 准教授, 古川 正紘 准教授, 
北田 孝典 教授, 辰巳 晃 准教授, 井野 秀一 教授｜技術専門職員／山﨑 元気｜技術職員／ 德永 晋也｜事務補佐員／森下 雅子｜パンフレット製作／designxlink

メンバー

創造工学センターでは、教育・研究環境とその支援体
制の充実を図るため「創造工学教育支援事業基金」
を立ち上げました。
何卒、本事業の趣旨にご賛同いただき、ご支援を賜りま
すようよろしくお願いいたします。

ご支援のお願い

大阪大学 未来基金 創造工学教育支援事業基金
https://www.miraikikin.osaka-u.ac.jp/project/creatio/

所 在 地

フロアマップ

お問い合わせ 学内専用ページ／お問い合わせ にて
利用の申し込みフォームができました。
その他、利用時に参照いただける
Q&A ページも掲載中です。

※[at]は@に変更してください


